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第 40 回 ステレオ写真と鏡 （4） 瞳分割とプリズム 

 

光学の技術を調べていると，ある研究や発明を発表

した方に質問が出来たらと思うことが度々あります。

その時代の人物がどこまでの知識を持ち，何を考えて

いたかは残された記録から推測するしかできません。

多くの記録は，発表の日付についてはほぼ信じること

が出来るので，歴史を辿る者としてはまず時系列に並

べることになります。今回はワンショットカラーカメ

ラから話を進めることにします。 
フルカラーの画像を撮影し再現することは，写真の

発明当初から重要な課題でした。カラーカメラの歴史

上，いろいろな試みが急に増えたのは 1900 年頃です。この理由は，銀塩感

光材料が感度を持つ波長領域が赤色にまで伸びたことにあります。まず行

なわれたのが，RGB の色フィルターを用い，固定したカメラで 3 回撮影す

ることです。R フィルターを用いた際の撮影が，長時間の露光となってい

ました。赤色に対する感度が更に向上し，1 回シャッターを開閉しただけ

でRGBの画像を一度に撮影する試みが始まりました。なかでもヨスぺ（Jos-
Pe）社のワンショットカラーカメラは，技術改良が進んだ最終形として，

多くの博物館で見ることが出来ます。図 1 は，カメラの光学系

の水平断面の模式図１，２）です。撮影レンズの直後に光路を分割

するミラーが配置され，3 枚のガラス乾板に同時に撮影が行わ

れます。乾板の直前には色フィルターが配置されています。

図 2 は，撮影レンズを正面から見た状態です。ガラス乾板と取

り枠を外すことで，瞳分割の様子が分かります。光軸中心に対

して角度分割になっているのは，絞りを絞ることに対応するた

めと思われます。また，赤色光に対し感光材料の感度が低いの

で赤色領域が広いのだと思われます。 
ヨスぺのカラーカメラは，1925 年から 1934 年に製造され，

多くの博物館で目にすることが出来ます。3 色の光が撮影レン

ズの瞳の違う場所を通るので，ピントを合わせた物体から前後

では左右に像がずれ，縁に色が着くのですが，この影響は実用

上許容できるレベルとして設計されているものと思われます。

この横ずれからの発想の可能性があるのが，図 3 のステレオカ
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図 1 ヨスぺ(Jos-Pe)のワンショット 

カラーカメラ 

 
図 2 瞳面の分割 

 
図 3 ケネディのステレオカメラ 
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メラです。ヒトの瞳の間隔より大きな 70mm 以上もの大口径レンズに 2
つの絞り穴を設ける発明です。ケネディ（Clarence Kennedy 1892-1972）
が 1935 年に学会発表３）した記録がありますが，ヨスぺのカラーカメラが

発売されていた時代と，この光学系についてケネディが考えていた時期が

重複していることから，ヨスぺのカメラを参考にした可能性は高いと推測

されます。この光学系では，反射ミラーを配置し 2 つの像を分離する必要

があります。 
この光学系からの発想というと，やや飛躍がありますが，山型のプリズ

ムをフィルターアタッチメントとしたステレオ写真撮影光学系が度々見つ

かります。図 4 はその模式図で，物体からの光束はプリズムの左右の面に

入射して屈折するのでフィルム面には左右並んだ像が作り出されます。こ

の光学系は，撮影基線長が 20mm 以下にも短く設定できるので，接写に

適しています。調べると，1954 年にカール

ツァイス社が発売した“Steritar A”あるいは

812 近接撮影用が最初の様です。円筒形をし

ていて単純な構成で，自作した方などの撮影

例が多く見つかります。 
プリズムについては，どうしても触れなけ

ればならないステレオ写真関連の光学系があ

ります。図 5は，映画館で映写レンズにアタッ

チメント方式で組み合わせる 3D 映画の映写

光学系４）です。フィルム面は上下に分割され

ステレオ撮影された左右の像が配置されています。レンズから射出

する光は偏光フィルターを通り，プリズムに入射します。プリズム

は多数枚組み合わせているので，RGB の各色の光に対し，スクリー

ン上での色ずれを補正していると思われます。1984年に偏光方式の

3D 映画“ジョーズ 3”上映が始まり，早速映画館に行きました。映

写室の窓のプリズムを見つけました。配られた偏光 3D メガネを通

して映写画面を見ていたのですが，メガネを外した際には，スクリー

ン上の像が大きく曲がっていることにも驚きました（図 6）。一方の像はほぼ長方形なのですが，他方

は弓形に曲がり，画面中央部と左右の端には大きな上下ずれがあるのです。ただしこれはメガネを外

した時にだけ気付く事柄で，映画の観賞中は全く気が付きません。映写に用いる光が，下向きに大き

な角度でスクリーンに入射している影響が大きいと思われます。 
関連する光学系については次回も報告を続けます。 
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図 5 偏光方式 3D 映画の映写光学系 

 
図 4 プリズムを用いた

ステレオ写真撮影 

 
図 6 スクリーン上の歪 
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